
　　水稲の作付面積とシェア

●水稲主要品種の作付状況（平成21年産）

●水稲の収穫量と作況指数の推移
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東海地域の平成21年産水稲作付面積は、86,700haで平成20年産と比べ700ha

減少しました。

各県の品種別作付面積は、岐阜県「ハツシモ」、愛知県「あいちのかおり」、

三重県「コシヒカリ」が最も多くなっています。
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資料：農林水産省「作物統計」「平成21年産米穀の流通・消費等動態調査」「米穀の品種別作付状況」

注：数値は、ラウンドの関係で計と内訳が一致しない場合がある。

資料：農林水産省「作物統計」
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